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中退率

令和７年７月３１日

561-0872

06-6866-0800
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人 中央工学校 昭和39年3月27日 堀口　一秀 東京都北区王子一丁目２６－１７
114-8543

03-3906-1211

中央工学校ＯＳＡＫＡ 昭和61年3月31日 中村　聖吾 大阪府豊中市寺内一丁目１－４３

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

工業 工業専門課程 住宅ヅゴアヱ学科 平成24(2012)年度 - 平成27(2015)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的 工業分野に従事しようとする者に、企業との連携の上で実務性の高い専門知識及び技術ヹ技能を修得させるとともに志操堅実な技術者を育成する事を目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

日本で最も多い木造住宅を中心に、戸建て住宅の設計手法を身につけていく。人が住む環境を様々な視点から学び、住空間をヅゴアヱする能力を養う。
取得可能な資格：２級建築施工管理技士補、建築積算士、福祉住環境ケヺヅァニヺソヺ、色彩検定等

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数
講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

1

（令和6年度卒業生）

13
■地元就職者数 (F) 10
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

77

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 28
■就職希望者数 (D)　　　　　： 13
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

建築業界、不動産業

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

○○

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ベヺマヘヺザ

URL
https://www.chuoko-osaka.ac.jp/

46
■進学者数 15
■その他

ヹ進学先：本校研究科15人

○○

うち企業等と連携した演習の単位数 ○○

うち必修単位数 ○○

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 2,308

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 1,398

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数 ○○

1,398

うち必修授業時数 2,308

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 0

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数） ○○

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 5

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 6

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度の
実務の能力を有する者を想定）の数

6

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 1

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 0

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

①

①

③

③

③

－

－

－

－

－

－諸岡　邦行 中央工学校ＯＳＡＫＡ建築系主任（広報）

－

中島　征治 中央工学校ＯＳＡＫＡ教育室長

－

楢﨑　悟志 中央工学校ＯＳＡＫＡ教務室係長

－

太田　育子 中央工学校ＯＳＡＫＡ建築系主任（教育）

－

小坂田昌広 株式会社松本組取締役兼副社長執行役員

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

田鍋　　稔 公益社団法人大阪府建築士会常任理事

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容ヹ方法の改善ヹ工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
　専門学校の目的は「職業もしくは実際生活に必要な能力を育成し、又は教育の向上を図る」ことにある。本校は、建築系
専門学校として100年余の歴史と伝統のある中央工学校のギラヺフ校で、工業技術教育を行う専門学校として技術者の育
成を行っているが、広く社会の要請に応じた組織的な教育を行うためには、企業等との連携は欠かせない。専門課程の教
育内容に適した企業との連携により、実践的な職業教育水準の維持向上に努める。特に教科構成や実習ヹ演習の実施、
教員研修について、企業等の意見を反映させるように取り組む。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

　上記基本方針に則り、校長の下に教育課程編成委員会を置き、全学科の教科構成について、実務における重要事項が
該当する学科のォヨカャョマに反映されているかを確認する。
　指摘を受けた内容について、各学科において詳細検討を行い、改善項目を校長に報告する。校長は教育課程編成委員
会委員にその旨を伝達する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

金沢ちかこ
公益社団法人日本アヱツヨ゠ヅゴアトヺ協会
西日本ウヨ゠副ウヨ゠長

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

令和7年7月31日現在

田中　由之
株式会社ＰＰＩ計画ヹ設計研究所取締役設計室
長

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載するこ
と。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

岩尾　美穂 エビァシいろどり代表

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

中村　聖吾 中央工学校ＯＳＡＫＡ校長

－

原　充介 中央工学校ＯＳＡＫＡ教務部長兼教務室長

－



（年間の開催数及び開催時期）

建築ヹアヱツヨ゠ヅゴア
ヱ演習

科　目　概　要

※ォヨカャョマの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

教育課程編成委員会により出された意見は、翌年度の教科構成に反映をさせる。
令和６年度については、令和６年１０月および令和７年２月開催の同委員会の結果を鑑みて、教科構成の必要な修正を行
うものとする。

設計演習Ⅰ
一級建築士A.S.A.P.design Lab.
一級建築士事務所　岩井文彦建
築研究所

一級建築士A.S.A.P.design Lab.
感響創造キヺネイシ

（１）実習ヹ演習等における企業等との連携に関する基本方針

　実習ヹ演習等は専門学校教育の根幹をなす重要なものである。よって、常に最新の技術を指導する必要があり、そのた
めに学校と企業等が密接に連携した体制を築き、より実践的な職業教育となるように努める。
　連携を行う企業とは、雇用契約書を取り交わし、契約の趣旨に則り実践的な職業教育を行うものとする。

（２）実習ヹ演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習ヹ演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

　住まいの゠アヅ゠が形となって
完成するまでの設計フルスシに注
目し、一般的な住戸の形式にとら
われず、空間を自由に発想するこ
とで、住宅ヅゴアヱの軸となる設
計力を養う。
　また、設計したものをケヱヘに応
募する状況を想定して、作品とし
て伝えることを意識した見せ方を
学ぶ。

　建築ヹアヱツヨ゠の職業に就くた
めに必要な「空間」づくりの基本を
学ぶことを目的とする。
　課題を通して、以下の力を身に
着けることを目標とする。
　（１）色が与えるアミヺザや基本
的な色の構成を理解する
　（２）空間創造のケヱスフテロヺキ
によって、アミヺザを具体的な空間
に落とし込む能力を養う
　（３）模型を制作する基本的な技
術と表現力を身につける。

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

　本校は二期制のため、前ヹ後期の節目となる時期を定めて年２回教育課程編成委員会の開催を原則とする。（９月、２月）

科　目　名 連　携　企　業　等

（開催日時（実績））
第１回　令和６年１０月２８日　１５：００～１７：００
第２回　令和７年２月１９日　１５：００～１７：００
0

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習ヹ演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

上記基本方針に則り、次の項目について連携を行う。
　①ォヨカャョマの作成
　②講義及び実習の実施
　③講義ヹ実習教材の作成
　④成績評価及び進級審議等に関する助言
　⑤その他の実習運営上に必要となる事項

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



Radian design and architecture
Terranova planning

建築製図演習
材寄建築設計室
Terranova planning

ＣＡＤ演習Ⅰ
Radian design and architecture
Terranova planning

ＢＩＭ演習
１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

設計演習Ⅱと連動した科目として
位置づける。CAD演習で培った基
礎的な操作方法を元に、設計演習
Ⅱの作品をBIMムヅラで作成する
ことを課題とする。
これまでに手描きで習得した基本
的な図面表現ヹハヺシ表現を、次
のシツチフとして、BIMセビテを使っ
て自由に表現できる力へ発展させ
ることを目標とする。セビテの習得
にあたっては、自ら積極的に使い
方を試す姿勢や、分からない操作
方法があった場合にも質問したり
調べる姿勢を期待する。
CAD演習に引き続き、基本設計、
実施設計におけるBIMセビテの
ArchiCADの操作方法を習得す
る。最終的には、１年生後期に自
主設計した木造住宅のムヅラ、基
本図（平面図、立面図、断面図）を
作成できることを目標とする。

　木造２階建住宅の設計を通じ、
　（１）「建築ヹアヱツヨ゠基礎製図
演習」で学んだことを振り返り、必
要図面と記入事項を覚える
　　　ヹ設計図書の理解（配置図、
平面図、立面図、断面図、矩計
図、展開図、仕上表）
　　　ヹ各設計図書に印すべき事項
　（２）住宅の設計において考慮す
べき基本的な事を理解する
　　　ヹ住み心地を考慮した部屋の
配置
　　　ヹ人間の寸法に合った適切な
部屋や廊下、家具等の大きさ
　　　ヹ最低限の法規タゥチキとし
て、容積率、建ぺい率、北側斜線
の計算ができる
　（３）木構造への理解を深める
　　　ヹどこに柱を配置すればよい
のか、また、柱シハヱの上限値を
理解する
　　　ヹ梁が架かる位置と梁のコア
ジを算出する手法を知る
　　　ヹ断面図を描く際に、天井裏
のふところを理解する

建築業界で使用されているCADヹ
BIMセビテの操作性を学ぶことを目
的とし、課題としてＲＣ造ヹ木造の
図面の表現方法を学ぶことを目標
とする
（１）製図の授業で学んだ表現方
法を基本に、CADヹBIMセビテを
使った図面作成技術を習得する
（２）CADヹBIMは、あくまで図面を
作成する１つの手段であることを
理解し、CADヹBIMの特性を学ぶ
（３）RC造ヹ木造の図面の表現方
法を学ぶ



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

○○○ 連携企業等： 株式会社○○

○○○ 対象： ○○

「Vectorworks Architect」と「BIMシソヺソヺハチキ」を使い、RC建築設計を体感する

商業施設士　特別資格講習会 連携企業等： (公社) 商業施設技術団体連合会

令和6年8月3日(土) 対象： 太田

商業施設または商業施設技術に係る仕事に従事されている人向けの、資格取得のための講習フルギョマ

BIM CAMP 2024 連携企業等： プキソヺロヺキシザメハヱ『

令和6年8月9日(金) 対象： 篠崎

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

○○○ 連携企業等： 株式会社○○

○○○ 対象： ○○

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

教員による自主研修内容の発表を行う

（１）推薦学科の教員に対する研修ヹ研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

　本校の教育職にあるものは、各自が担当する授業の分野に応じ、企業等と連携の上で高度化、多様化する理論及び新
技術等について研修に努めなければならない。
　校長に承認を得た者は企業等と連携の上で、校外研修(長期研修ヹ短期研修)及び特別研修を行うことができる。

令和6年度職員研修発表会 連携企業等： プキソヺロヺキシザメハヱ『等

令和6年8月23日(金) 対象： 太田、篠崎

オアデョアヱの評価項目 学校が設定する評価項目

②指導力の修得ヹ向上のための研修等

○○○○○

（１）教育理念ヹ目標

①教育理念ヹ目的ヹ育成人材像は定められているか
②学校における職業教育の特色は何か
③社会のドヺジを踏まえた学校の将来構想を抱いているか
④教育理念ヹ目的ヹ育成人材像ヹ特色ヹ将来構想は、学生ヹ保護者等に
周知されているか
⑤教育理念ヹ目的ヹ育成人材像ヹ特色ヹ将来構想は、対応業界のドヺ
ジに対応しているか

②指導力の修得ヹ向上のための研修等

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
　学生が質の高い実践的な職業教育を享受できるよう、学校運営の改善と発展を目指すため、中央工学校運営指針に則
り自己評価を実施する。
　実践的な職業教育を目的とした、自らの教育活動その他の学校運営について、社会のドヺジを踏まえた目指すべき目標
を設定し、その達成の適切さ等について評価を行うことが目的となる。
　また、卒業生ヹ企業ヹ業界団体等の学校関係者を選任し、自己評価結果についての改善に向けた専門的な助言を受け、
組織的ヹ継続的な改善を図る。

（２）「専修学校における学校評価オアデョアヱ」の項目との対応

○○○○○



（２）学校運営

①目的等に沿った運営方針が策定されているか
②学則ヹ細則ヹ内規等は整備されているか
③ケヱフョア゠ヱシ体制が整備されているか
④教育活動に対する情報公開が適切になされているか
⑤情報サシツマ化等により業務の効率化が図られているか

（６）教育環境

①施設ヹ設備は、教育上の必要性に充分対応できるよう整備されてい
るか
②学内外の実習施設ヹアヱソヺヱサチフ等について充分整備されてい
るか
③防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集
①学生募集活動は適正に行われているか
②学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか
③学納金は妥当なものになっているか

（８）財務

①中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
②予算ヹ収支計画は有効かつ妥当なものになっているか
③財務について会計監査が適正に行われているか
④財務情報公開の体制整備はできているか

（３）教育活動

①各学科のォヨカャョマは体系的に編成されているか
②ォヨカャョマや教育方法の工夫ヹ開発ヹ見直しが適切に行われてい
るか
③授業評価の実施体制はあるか
④資格取得の指導体制、ォヨカャョマの中での体系的な位置づけは
あるか
⑤成績評価の基準は明確になっているか
⑥教員資質向上のための研修が行われているか

（４）学修成果

①就職率の向上が図られているか
②資格取得率の向上が図られているか
③退学率の低減が図られているか
④卒業生ヹ在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか
⑤卒業後のカメヨ゠形成への効果を把握し、教育の改善に活用され
ているか

（５）学生支援

①進路ヹ就職に関する支援体制は整備されているか
②学生相談に関する体制は整備されているか
③学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか
④学生の健康管理を担う組織体制はあるか
⑤保護者と適切に連携しているか



種別

①

①

③

③

③

－

－

－

－

－

－

中央工学校ＯＳＡＫＡ教育室長
－

楢﨑　悟志 中央工学校ＯＳＡＫＡ教務室係長
－

太田　育子 中央工学校ＯＳＡＫＡ建築系主任（教育）
－

諸岡　邦行 中央工学校ＯＳＡＫＡ建築系主任（広報）
－

（３）学校関係者評価結果の活用状況
　学校関係者評価委員会を開催し、学校関係者からの指摘を受け、令和元年度中央工学校ＯＳＡＫＡ学校教育計画にこれ
らの是正事項を示し、自己評価において、それらの是正状況を確認する。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

①中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
②予算ヹ収支計画は有効かつ妥当なものになっているか
③財務について会計監査が適正に行われているか
④財務情報公開の体制整備はできているか

（１０）社会貢献ヹ地域貢献

①学校の教育資源や施設を活用した社会貢献ヹ地域貢献を行ってい
るか
②学生のペョヱツァ゠活動を奨励、支援しているか
③地域に対する公開講座ヹ教育訓練の受託等を積極的に実施してい
るか

（１１）国際交流
①留学生の受入れについて戦略を持って行っているか
②受入れヹ在籍管理等について適切な手続きがとられているか
③留学生の学習支援について、適切な体制が整備されているか

田鍋　　稔 公益社団法人大阪府建築士会常任理事
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

金沢ちかこ
公益社団法人日本アヱツヨ゠ヅゴアトヺ協会
西日本ウヨ゠副ウヨ゠長

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。

株式会社松本組取締役兼副社長執行役員
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

田中　由之
株式会社ＰＰＩ計画ヹ設計研究所取締役設計室
長

令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

岩尾　美穂 エビァシいろどり代表
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

中村　聖吾 中央工学校ＯＳＡＫＡ校長
－

小坂田昌広

原　充介 中央工学校ＯＳＡＫＡ教務部長兼教務室長
－

中島　征治



　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法ヹ公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（ベヺマヘヺザ　ヹ　広報誌等の刊行物　ヹ　その他（　　　　　　　　　　　））

URL： https://www.chuoko-osaka.ac.jp/campus/information/

公表時期： 令和7年9月上旬

（２）各学科等の教育
①具体的方策
②各学科の重点管理項目

（３）教職員
①教員資質の向上と新技術の修得
ヹ教員研修発表会
ヹ校外研修（企業等との連携）

（４）カメヨ゠教育ヹ実践的職業教育
①実技ヹ実習を中心とした職業教育への取り組み
②特別活動による校外実習
③企業等と連携した校内実習

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
URL:www.chuoko-osaka.ac.jp
ベヺマヘヺザヹ教職員会議にて令和7年度教育基本方針を配布

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するオアデョアヱ」の項目との対応
オアデョアヱの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
①建学の目的
②基本的運営方針
③重点管理指針

（８）学校の財務 企業等に対しての特別な公開をしていない。

（９）学校評価
①自己評価ヹ公表
②学校関係者評価ヹ公表

（５）様々な教育活動ヹ教育環境

①学生満足度の向上
ヹ学生゠ヱクヺテ
ヹ学生による授業評価
②資格取得支援
③外部に対する情報公開

（６）学生の生活支援

①シホヺヂ大会、緑地祭を中心とした楽しい学校づくり
②担任を中心とした生活指導
③進路指導
ヹ就職指導
ヹ進学指導
ヹ留学生進路指導

（７）学生納付金ヹ修学支援
募集要項ヹハヱビリチテ等にて公開しているが、企業等に対しての特別
な公開をしていない。



（１０）国際連携の状況 特になし

（ベヺマヘヺザ　ヹ　広報誌等の刊行物　ヹ　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.chuoko-osaka.ac.jp/campus/information/
公表時期： 令和7年9月上旬

（１１）その他

①保護者との連携
②専門学校との連携
③教育機関との連携
④防災対策の整備
⑤個人情報の保護

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○ 数学

　建築に必要な数学の基礎を習得すること
を目標とする。
　使用する単位、面積計算に必要な図形、
力学計算に必要な三角比・関数計算とグラ
フの関係・指数計算ができるようにする。

1
前

36 ○ ○ ○

2 ○
建築・インテ
リア概論

建築系の各分野で活躍されている方から
業界の魅力を学び、自らの働く姿を想像し
卒業後の目標を見つける手がかりとする。

また、現場の実情なども知り社会的な課
題と共に、今後の展望について技術者像を
イメージするきっかけとする。

1
前

36 ○ ○ ○ ○ ○

3 ○
建築・インテ
リア計画

日常の生活と建築・インテリアとの関わ
りについて考えさせるとともに、建築・イ
ンテリア計画を進めるための基本事項を理
解させ、過去の作品例を分析しつつ、未来
に対応できる建築家としての能力を養う。

生活空間のあり方を人間のサイズや行動
からとらえたうえで、色、形、材質及び、
その構成や、構造が及ぼす影響を理解し、
創造的で豊かな建築・インテリアの計画を
目指す姿勢を養う。

1
前

36 ○ ○ ○

4 ○ 建築史Ⅰ

西洋建築（石の建築）と日本建築（木の
建築）の歴史を全般的に学ぶことで、人間
の暮らしと建築物、そして環境との関係性
について知るきっかけとする。

また、日本国内だけでなく世界の建築物
を通して建築に対する見識を広げる。

1
前

36 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程 住宅デザイン学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



5 ○ 構造力学Ⅰ

構造物（建築物）がいかに建っているの
か、力はどのように働くのか、力学的な考
え方の基礎を理解する。

建築物がなぜこのような形をしているの
か、どのように計画していくかを理解する
ための一歩目とする。以下の理解・習得を
目標とする。
　（１）力の性質と表現方法を理解する
　（２）力を分解することができる

（３）反力を、力のつり合いをもとに単
一材と簡単なラーメン構造で求めることが
できる

1
前

36 ○ ○ ○

6 ○ 建築構造Ⅰ

木構造の基本的な組み方と部材を性質と
ともに理解し、「建築インテリア基礎製図
演習」と連動して、図面を描いたり設計を
する際の基礎知識を養う。

二級建築士受験の上でも科目の１つと
なっている分野であるので、受験を想定し
た問題にも取り組む。

1
前

36 ○ ○ ○ ○

7 ○
建築・インテ
リア基礎製図
演習

木造における基本的な設計図書一式（平
面図・立面図・断面図・矩計図・展開図・
伏図・仕上表）のトレースを通じて、線の
描き方から図面として記載すべき項目や描
き方の決まりごと等の基本的な製図技法を
身に付け、覚える。

1
前

## ○ ○ ○ ○ ○

8 ○
Ｉ Ｔ リ テ ラ
シー

パソコンの起動、終了、保存、マウス・
キーボード操作、基本用語、PC各部の名称
などの基本を学び、MicrosoftOfficeの操作
を習得する。

また、インターネットを活用する上での
安全な使い方や、分析して活用する能力を
身に着ける。

1
前

36 ○ ○ ○ ○

9 ○
建築・インテ
リアデザイン
演習

建築・インテリアの職業に就くために必
要な「空間」づくりの基本を学ぶことを目
的とする。

課題を通して、以下の力を身に着けるこ
とを目標とする。

（１）色が与えるイメージや基本的な色
の構成を理解する

（２）空間創造のコンセプトワークに
よって、イメージを具体的な空間に落とし
込む能力を養う

（３）模型を制作する基本的な技術と表
現力を身につける。

1
前

72 ○ ○ ○ ○



10 ○
レンダリング
演習Ⅰ

デッサンや着色、透視図等の基本的な表
現技法を学ぶことで、プレゼンテーション
で使える様々な表現方法を習得する。

立体・空間の表現技術や図法・絵画技術
を習得する。

1
前

72 ○ ○ ○ ○

11 ○ 建築計画

住宅を中心に、様々な建築を通して必要寸
法や一般的な形状、またその考え方など計
画のあり方について学ぶ。過去の作品例を
分析すると共に、異なる用途ごとにどのよ
うな空間が求められるのか、違いを理解す
る。二級建築士受験の上でも科目の１つと
なっている分野であるので、受験を想定し
た問題にも取り組む。

1
後

34 ○ ○ ○ ○

12 ○ 住居学

はじめに、戸建て住宅の設計に必要な基
礎的な知識を学び、「建築製図演習」で実
践することで住宅設計の基礎を習得できる
ようにする。そして、住まいをとりまく日
本の歴史的背景や現代の社会問題を知り、
住宅に携わる者としての見識を広く持てる
ようにする。

また、人間の体の仕組みや高齢者につい
ても知り、適切な住まいの空間設計ができ
るようになることを目標とする。

1
後

34 ○ ○ ○ ○

13 ○ 環境工学

室内の環境設計に必要な空気、熱、光、
音等の環境要素について、人間や建築物に
関わるものを中心として、物理的な考え方
を基礎から学ぶ。

また、それらの知識を生かした具体的な
設計事例を知ることで理解を深め、演習課
題で知識を活用できるようになることを目
標とする。

2
前

36 ○ ○ ○ ○

14 ○
建築・住宅設
備

住宅における「設備」とは何かを理解
し、建築一般の設備の役割および種類・構
成を学ぶ。

また、地球環境問題と建物の省エネル
ギーとの関わりについて理解し、社会情勢
を踏まえた住宅のあり方を考えられるよう
になることを目標とする。

2
後

34 ○ ○ ○ ○

15 ○
住宅デザイン
史

近代住宅の発展過程と設計理論から、住
まいに影響を及ぼす時代背景やデザインの
意図をひも解くことによって、これからの
住まいのあり方を主体的に考えていくため
の創造力を養う。

2
前

36 ○ ○ ○



16 ○ 建築法規Ⅰ

建築基準法の読み方・引き方を理解し、
主に住宅設計にどのように影響するのか、
基本的な規定（単体規定）を理解する。

また、演習を通じて実務でも対応できる
力の習得につなげる。

二級建築士受験の上でも科目の１つと
なっている分野であるので、受験を想定し
た問題にも取り組む。

2
前

36 ○ ○ ○ ○

17 ○ 建築法規Ⅱ

建築基準法及び関係法令について、建築
法規Ⅰに引き続き、基本的な規定（集団規
定）を理解すると共に、演習を通じて能力
を養うことで実務でも対応できる力の習得
につなげる。

二級建築士受験の上でも科目の１つと
なっている分野であるので、受験を想定し
た問題にも取り組む。

2
後

34 ○ ○ ○ ○

18 ○ 構造力学Ⅱ

構造力学Ⅰで習得した考え方を基本と
し、応力について理解することを目標とす
る。

また、構造力学Ⅲで習得する応力度の考
え方の基本として、断面に関する数値と性
質について学ぶ。具体的には以下を習得す
ることを目標とする。

（１）部材の内部に生じる力（応力）を
理解し、応力の求め方と応力図の基本的な
描き方を身に着ける。

（２）トラス構造の基本を理解し、トラ
スの軸方向力（応力）を求める力を身に着
ける。

（３）断面の性質を理解し、図心、断面
二次モーメント、断面係数を求める力を身
に着ける。

また、二級建築士受験の上でも出題範囲
となるので、受験を想定した問題にも取り
組む。

1
後

34 ○ ○ ○ ○

19 ○ 構造力学Ⅲ

以下について、考え方を理解した上で基
礎的な計算ができること目標とし、二級建
築士受験を想定した問題にも取り組む。

（１）応力度を理解し、許容応力度から
部材の安全性を判定できる力を身に着け
る。

（２）部材の形状と座屈・たわみの関係
を理解し、座屈荷重や座屈長さ、たわみの
大きさについて大小を比較検証できる力を
身に着ける。

（３）弾性と塑性について理解し、崩壊
荷重を求められる力を身に着ける。

（４）不静定構造物について、基礎的な
解法を理解する。

2
前

36 ○ ○ ○ ○



20 ○ 構造設計

まず、構造設計の基本的な方針と構造設
計におけるルート（流れ）があることを学
ぶ。

そして、習得した構造力学の知識も活用
しながら、構造設計で必要となる力の法則
について理解した上で、建築物に対して発
生する荷重や風圧力や地震力など具体的な
設計に必要な考え方を数値と共に学ぶ。

また、構造種別による性質と部材の検討
方法について理解することを目標とする。

2
後

34 ○ ○ ○ ○

21 ○ 建築構造Ⅱ

RC造、S造の基本的な仕組みを理解し、それ
ぞれの建物の特徴や違いを知ることで建築
に対する視野を広げる。また、住宅におい
てもRC造やS造が用いられることを踏まえ
て、設計に生かせる基礎的な知識を養う。
二級建築士受験の上でも科目の１つとなっ
ている分野であるので、受験を想定した問
題にも取り組む。

1
後

34 ○ ○ ○

22 ○ 建築材料

建築に使われる材料の知識を幅広く全般
的に理解し、卒業制作にも活かすことを目
標とする。

材料の特徴を踏まえた上で内装材まで丁
寧に選び、説得力のある作品づくりに励む
ことを期待する。

2
後

34 ○ ○ ○ ○

23 ○ 建築施工Ⅰ

建築物の基本的な施工方法や工事現場の業
務を理解し、施工の場面も想像して住宅の
デザインができるようになることを目標と
する。建築施工Ⅰでは、建築物の基礎が完
成するまでを理解できることとする。二級
建築士受験の上でも科目の１つとなってい
る分野であるので、受験を想定した問題に
も取り組む。

1
後

34 ○ ○ ○ ○

24 ○ 建築施工Ⅱ

建築施工Ⅰに引き続き、建築物の基本的
な施工方法や工事現場の業務を理解する。

建築施工Ⅱでは、理解が難しい鉄骨工事
と外装の様々な仕上げについての施工方法
を理解することを目標とする。

二級建築士受験の上でも科目の１つと
なっている分野であるので、受験を想定し
た問題にも取り組む。

2
前

36 ○ ○ ○ ○

25 ○
住環境コミュ
ティデザイン

都市計画・地域計画に関する住宅をとり
まく環境について、実践的なワークも行い
ながらどうやって「まち」はできるのか
等、地域や都市についての考え方を学ぶ。

また、「町づくり」への関わりあいや、
住宅を建築することによる周囲に与える影
響などを掘り下げて考えられるようにし、
住宅設計への視野を広げることを目標とす
る。

2
後

68 ○ ○ ○ ○



26 ○ 建築製図演習

　木造２階建住宅の設計を通じ、
（１）「建築・インテリア基礎製図演

習」で学んだことを振り返り、必要図面と
記入事項を覚える

・設計図書の理解（配置図、平面
図、立面図、断面図、矩計図、展開図、仕
上表）
　　　・各設計図書に印すべき事項

（２）住宅の設計において考慮すべき基
本的な事を理解する
　　　・住み心地を考慮した部屋の配置

・人間の寸法に合った適切な部屋や
廊下、家具等の大きさ

・最低限の法規チェックとして、容
積率、建ぺい率、北側斜線の計算ができる
　（３）木構造への理解を深める

・どこに柱を配置すればよいのか、
また、柱スパンの上限値を理解する

・梁が架かる位置と梁のサイズを算
出する手法を知る

・断面図を描く際に、天井裏のふと
ころを理解する

1
後

## ○ ○ ○ ○ ○

27 ○ ＣＡＤ演習Ⅰ

建築業界で使用されているCAD・BIMソフト
の操作性を学ぶことを目的とし、課題とし
てＲＣ造・木造の図面の表現方法を学ぶこ
とを目標とする
（１）製図の授業で学んだ表現方法を基本
に、CAD・BIMソフトを使った図面作成技術
を習得する
（２）CAD・BIMは、あくまで図面を作成す
る１つの手段であることを理解し、CAD・
BIMの特性を学ぶ
（３）RC造・木造の図面の表現方法を学ぶ

1
後

68 ○ ○ ○ ○ ○

28 ○ 設計演習Ⅰ

住まいのアイデアが形となって完成する
までの設計プロセスに注目し、一般的な住
戸の形式にとらわれず、空間を自由に発想
することで、住宅デザインの軸となる設計
力を養う。

また、設計したものをコンペに応募する
状況を想定して、作品として伝えることを
意識した見せ方を学ぶ。

1
後

68 ○ ○ ○ ○



29 ○ 設計演習Ⅱ

１、マンションの１室を改装することを想
定した実務に沿った課題を通して、以下の
スキルを習得することを目標とする。
　　・現地調査の手順
　　・白図の描き起こし

・ターゲット(住み手）を想定したテー
マ設定
　　・改装の際の注意点を踏まえた計画
　　・室内環境を意識した仕上げの検討

・提案ボードの作成からプレゼンテー
ション
　
２、集合住宅１棟の設計課題を通して、以
下のスキルを習得することを目標とする。

・集合住宅の住まいとしての特徴を理
解する

・集合住宅に必要な諸室や各部計画に
ついて理解する

・1年次に習得した製図技法を応用し
て、自らの計画したものを基本図

（配置図・平面図・立面図・断面
図）として表現する

2
前

72 ○ ○ ○ ○

30 ○
エクステリア
デザイン演習

エクステリア（外構）について、道路から
玄関までのアプローチ、塀やカーポートに
至るまで、庭を含めた住宅まわりの計画手
法から表現方法までを学ぶ。利便性だけで
なく、いかに美しくデザインするか、人間
と自然との関係や住宅と周辺環境との関係
を考えたデザインとはどのようなものかを
追求する。また、提案する際の表現方法と
してパースやプラン図の描き方の基本を、
演習課題をとおして習得することを目標と
する。

2
前

72 ○ ○ ○ ○

31 ○
福祉住環境リ
フォーム演習

住宅では、時と共に住みづらくなる事例が
様々ある。授業では、どのような事例が考
えられるのかを学ぶと共に、どのようにリ
フォームをすれば豊かで安心できる生活が
できるのかを考えていく。
バリアフリーの考えに基づいた居住空間
や、ユニバーサルデザインなどといった福
祉の観点から住まいづくりができる力をリ
フォームプランの制作課題を通して身に着
けることを目標とする。

2
前

72 ○ ○ ○ ○



32 ○ 卒業制作

今までに各科目で習得した知識や技術を
総合して、一つの作品制作を行う。主に、
以下の住宅設計における基本的な考え方と
作図能力を発揮し、表現することを目標と
する。

・課題、目的の発見から解決、達成まで
のプロセスを考える力（テーマ設定～エス
キス）

・課題、目的に対する答えを住宅として
適格に空間に置き換える力（エスキス～基
本設計）

・考えを形にして表現する能力（基本設
計～実施設計：作図や模型、その他必要図
書の理解）

・作品をより伝わる方法でプレゼンテー
ションする力（発表）

2
後

## ○ ○ ○ ○ ○

33 ○
プレゼンテー
ション演習

自分の考えを他者にうまく伝えるという事
は、どんな業務においても重要である。授
業では、特に建築実務における様々な場面
でのプレゼンテーションを想定した課題を
実践し、卒業制作のプレゼンテーション
ボード作成から発表方法までを検討する場
とする。プレゼンテーションにおける目標
は以下とする。

・声の大きさ、スピード、トーン、表
情、ボディランゲージ、目線まで考えて話
ができる

・伝わりやすさを考慮したスライドデザ
イン(文字の大きさ・色・レイアウト・イラ
ストやパース等
　　を効果的に使う工夫）

・話の流れを意識したスライドの順番、
発表時間の調整ができる

・場面や相手の立場に応じた伝え方を考
えられる

・熱意を持って「伝えたい」と心から思
うこと

2
後

68 ○ ○ ○ ○

34 ○
照明デザイン
演習

照明が空間へもたらす効果や心理面への影
響を理解した上で、器具についての基礎知
識から選定の基準、住宅における配灯計画
の手法を学ぶ。また、住宅の照明計画の課
題を通して、設計実務の基礎能力を高める
ことを目標とする。

2
後

34 ○ ○ ○

35 ○
インテリアス
タイリング演
習

住まいのインテリアをコーディネートする
ためのスキルと知識を養うことを目的と
し、住空間を構成する様々な素材（エレメ
ント）と住まい手の関わりについて、的確
にとらえる力を身に着けることを目標とす
る。その中で、お客様のライフスタイルの
分析方法を学び、お客様の人物像に合った
提案ができる力を培う。

1
後

68 ○ ○ ○ ○ ○



36 ○
デジタルプレ
ゼンテーショ
ン演習

住まいの提案を行う際に必要な色彩・レイ
アウトなどのグラフィックデザインの基礎
を学び、建築・インテリアのプレゼンテー
ションにおけるボード・ドキュメント等の
デジタルによる表現方法を習得することを
目標とする。

1
後

34 ○ ○ ○ ○ ○

37 ○ ＣＡＤ演習Ⅱ

設計演習Ⅱと連動した科目として位置づけ
る。CAD演習で培った基礎的な操作方法を元
に、設計演習Ⅱの作品をBIMモデルで作成す
ることを課題とする。
これまでに手描きで習得した基本的な図面
表現・パース表現を、次のステップとし
て、BIMソフトを使って自由に表現できる力
へ発展させることを目標とする。ソフトの
習得にあたっては、自ら積極的に使い方を
試す姿勢や、分からない操作方法があった
場合にも質問したり調べる姿勢を期待す
る。
CAD演習に引き続き、基本設計、実施設計に
おけるBIMソフトのArchiCADの操作方法を習
得する。最終的には、１年生後期に自主設
計した木造住宅のモデル、基本図（平面
図、立面図、断面図）を作成できることを
目標とする。

2
前

## ○ ○ ○ ○

38 ○
住空間デザイ
ン演習

1年次には、図面作成における基本的なルー
ルや正確に「描く」ことを中心に習得して
きた。
発展科目である「テクニカル製図演習」で
は、様々な敷地形状に対する基本的な住宅
のエスキスを繰り返し実践する課題を通し
て、住宅設計の要領をつかみ、プランニン
グ手法を追求することを目的とする。戸建
て住宅を中心として、住み手を想定した間
取り(空間)づくりができるようになること
を目標とする。

2
後

68 ○ ○ ○ ○

39 ○
古 民 家 リ ノ
ベーション演
習

伝統的な建築物には、その土地土地の気候
や時代背景に加え、多くの知恵と工夫が詰
まっている。それらをひも解き、現代の住
宅設計にも生かせる考え方や優れたデザイ
ンを発見することを期待する。また、伝統
的な木造住宅における歴史・工法・材料・
道具等について学び、見学や演習を通して
伝統的な木造住宅の特徴を理解することを
目標とする。

2
後

34 ○ ○ ○ ○

40 ○
ア ッ セ ン ブ
リーアワー

学校生活を通して、充実した学びと自己
実現を図れるようになることを目的とし
て、以下の力を身に着けることを主な目標
とする。

（１）学校行事やクラス運営に関するこ
とを理解し、管理する力

（２）自らの意志で継続的に学習し、困
難を乗り越える力

（３）自らが自主的に進路決定を行える
力

1
通

70 ○ ○ ○



41 ○
ア ッ セ ン ブ
リーアワー

学校生活を通して、充実した学びと自己
実現を図れるようになることを目的とし
て、以下の力を身に着けることを主な目標
とする。

（１）学校行事やクラス運営に関するこ
とを理解し、管理する力

（２）自らの意志で継続的に学習し、困
難を乗り越える力

（３）自らが自主的に進路決定を行える
力

2
通

70 ○ ○ ○

41

期
週

合計 科目 2308 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
17.5

卒業要件： 履修すべき全科目に合格、卒業課題の提出・合格、履修期間の出席率
履修方法： 定期試験の点数が50点以上、すべての課題の提出、科目出席率50%以

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）


